



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・二二.」 .-Ｚｒ.．．．－ ■■－ ・ 欠席率
。｝］ ｝一一十狙咀二拾］四》 ；l7q五Jj：： ｏｉＴｉ四三六二九ブ[」・・ 出席数
































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｌノ 平田七 与一（〉一 出席者数
７巴,
′、
Ｌ 
－ｂ 
八
ﾉ1』
:； 
:＿ 
ノ、
。⑪、回し□｜匹〃ノ
・ＬＬ吉．二Ｊ・ワ」□一Ｊ〃｜・□ＣＯ亡ＤＢ□斗匹 欠席者数一出席率
り
た
る
講
師
諸
先
生
よ
り
学
生
生
徒
訓
育
資
料
と
し
て
記
念
御
揮
毫
御
願
申
居
候
に
つ
い
て
は
閣
下
の
御
余
暇
の
折
に
何
な
り
と
適
宜
御
揮
毫
賜
は
り
候
様
特
に
貴
台
よ
り
御
依
頼
被
下
度
御
願
申
上
侯
右
用
桟
と
し
て
本
日
別
便
に
て
色
紙
一
葉
御
届
申
候
御
用
繁
中
乍
御
手
数
何
分
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
上
先
は
右
御
礼
に
併
せ
重
ね
て
御
願
申
上
げ
乍
末
筆
時
下
御
自
愛
祈
上
候
敬
具
追
白
、
石
井
閣
下
の
御
講
義
を
聴
講
せ
る
学
生
生
徒
所
感
の
一
部
本
日
別
途
郵
送
仕
り
閣
下
に
御
手
渡
し
下
さ
れ
御
高
覧
賜
は
り
候
は
ぱ
幸
甚
に
奉
存
侯
昭
和
十
六
年
六
月
四
日
学
生
課
長
名
陸
軍
技
師
二
木
秀
雄
宛
満
州
国
浜
江
省
ハルビン満州第七一一二部隊
陸
軍
技
師
二
木
秀
雄
殿
史
料
灯
石
井
軍
医
少
将
宛
礼
状
案
拝
啓
愈
々
御
清
康
奉
慶
賀
候
陳
者
今
回
ハ
突
然
御
難
題
御
願
申
上
候
処
軍
務
格
別
御
多
端
ナ
ル
折
柄
一
三
不
拘
本
学
日
本
文
化
講
義
ノ
為
遠
路
態
々
御来学賜ハリ洞一一辱ク奉存候
貴
キ
御
体
験
二
基
キ
大
陸
一
一
於
ケ
ル
防
疫並一一諸兵ノ勇猛果敢ナル戦闘ノ
実況等映画ヲ併セ詳細一一亘リ現下
特一一重要ナル御講義賜ハリ聴講者一
同
ハ
終
始
敬
度
ノ
念
ヲ
以
テ
謹
聴
仕
リ
緊
迫セル時局ノ重大性ヲ深ク理解スル
ヲ得、特二学生生徒ハ事変ノ将来一一
処スル堅忍不抜ノ精神並一一実力修養
上
大
ナ
ル
刺
激
卜
深
キ
感
銘
ヲ
覚
エ
申
候
段
深
ク
感
謝
罷
在
候
薮
一
一
乍
暑
儀
以
書中厚ク御礼申上候先〈右御挨拶
迄
乍
末
筆
時
下
邦
家
ノ
為
一
層
ノ
御
自
愛
奉
祈
上
候
敬具
年
月
日
学
長
－９３－ 
史
料
旧
案二
拝
啓
益
々
御
多
祥
奉
賀
候
陳
者
今
回
本
学
日
本
文
化
講
義
ノ
為
講
演
官
ト
シ
テ
石
井
四
郎
軍
医
少
将
御
差
遣
方
御
依
頼
申
上
候
処
御
承
諾
賜
り
辱
ク
奉
存
侯
予
定
ノ
通
り
去
ル
ー
十
一日本学二於テ「大陸二於ケル防疫一一
就
テ
」
ト
題
シ
恂
二
有
益
ナ
ル
御
講
義
賜
ハ
リ
医
学
並
二
薬
学
ヲ
専
攻
セ
ル
本
学
学
生
生
徒
ハ
申
ス
ニ
及
バ
ズ
聴
講
者
一
同
ハ
時
局
ノ
重
大
性
ヲ
深
ク
理
解
ス
ル
ヲ
得
事
変
ノ
将
来
二
処
ス
ル
精
神
強
化
ト
実
力
修
養
上
多
大
ノ
刺
激
ト
深
キ
感
銘
ヲ
覚
エ
申
候
莚
二
乍
略
儀
以
書
中
厚
ク
御
礼
申
上
侯
先
ハ
右
御
挨
拶
迄
時
下
邦
家
ノ
為
御
自
愛
ノ
程
祈
上
候
敬
具
年
月
日
学
長
陸
軍
軍
医
少
将
石
井
四
郎
宛
史
料
相
（
昭
和
一
六
・
五
・
｜
付
電
報
）
セウ
リ
五
ハ
ル
ヒ
ン
ナ
ン
コ
ウ
一
一
一
四
七
三
○
一
一
一
○
・
○
カナザワ」
イカダイガク」○○○○九
イ
シ
ザ
カ
ガ
ク
テ
ウ
殿
時間外受付一通常軍用囑騨」
ウ
ナ
リ
ク
キンチシユッテウノサイノゴホウシヲシンシヤスキョウジユカ
クイニョロシクゴデンゲンヲコフイシイシロゥ
錦地出張ノ際ノ御芳志ヲ深謝ス教授各位ニ
宜
敷
御
伝
言
ヲ
請
う
石
井
四
郎
、
、
セ
ニ
’
五
五
六
「東京市牛込区
陸
軍
軍
医
学
校
陸
軍
軍
医
中
将
桃
井
直
幹
閣
下
東
京
市
麹
町
区
陸
軍
省
医
務
局
長
陸
軍
軍
医
中
将
三
木
良
英
閣
下
」
“輕鐸匪群敲澪宛
－９４－ 
註（１）ここでいう金沢医科大学とは、現在の金沢大学医学部医学
科（組織上は医学研究科医学専攻）の前身で、’九二三年四
月に金沢医学専門学校から大学に昇格した旧制の官立大学
である。現在、石川県内灘町にある金沢医科大学とは別の
学校であり、系譜的な関係もない。
（２）調査は、その大半を金沢大学五十年史編纂室助手の谷本宗
生氏（当時）と、うち二回を金沢大学経済学部教授・鶴園裕
氏とともに行った。その間、両氏には貴重な助言をいただ
いた。また、調査に当たっては金沢大学医学部医学科総務
係の職員諸氏にたいへんお世話になった。ここに記して謝
意を表する次第である。
（３）とりわけ日本文化講義、興亜青年勤労報国隊、戦時留学生
などの史料は注目に値する。その一部は「金沢大学五十年
史／通史編』で紹介したが、後日機会があればあらためて
紹介したい。
（４）戸籍名は「石川太刀雄丸」。本人の弁によると、「丸」は
出生届の際、富山県射水郡下村の戸籍係が誤って付けたも
の
で
、
自
ら
は
「
石
川
太
刀
雄
」
と
称
し
た
（
「
金
沢
大
学
医
学
部
百年史」’九七二年、四九五頁）。戸籍係の誤りは、父・
石川日出鶴丸の「丸」に影響されたものと考えられる。本
稿では彼が正しいとした「石川太刀雄」でその姓名を表記
する。
（５）石川の七三一部隊での活動や病理標本引き渡しの経緯等に
ついては、常石敬一「医学者たちの組織犯罪ｌ関東軍七三
一部隊」（朝日新聞社、’九九四年）参照。
（６）常石註（５）前掲書参照。なお、同書二四四頁の嘱託研究者
リストでは、谷の当時の肩書きを「金沢医大付薬専講師」
と記すが、これは兼務であり、本務ではない。常石は「現
代日本科学技術者名鑑」（文部省監修、科学文化新聞社編、
’
九
四
八
年
。
筆
者
未
見
）
か
ら
こ
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
の
で、この名鑑に誤記があったか、常石が兼務を本務と誤解
したかのいずれかであろう。
（７）金沢大学という枠組みで七三一部隊との関係をみると、初
代学長となった戸田正一一一は元京大医学部長で、陸軍軍医学
校の嘱託研究員となり、京大からの若手研究者送り出しの
中
心
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
戦
後
も
日
本
学
術
会
議
会
員
と
し
て
七三一部隊追及を阻む役割を果たしたことが知られている。
また、部隊長・石井四郎は金沢大学の前身校の一つである
旧制第四高等学校の出身であった。
（８）「文化講義関係書類』は昭和一六年度以降の日本文化講義、
及
び
昭
和
二
○
年
度
後
半
か
ら
昭
和
二
一
年
度
の
文
化
講
義
に
関
す
－９５－ 
る
書
類
を
ま
と
め
た
簿
冊
で
あ
る
。
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
は
、
も
う
ひ
と
つ
「
日
本
文
化
講
義
目
昭
和
十
四
年
度
至
昭
和
十
五
年
度』という簿冊がある。
（９）「金沢大学医学部百年史」（金沢大学医学部創立百年記念
会、一九七二年）三一一八～’’一一一一一頁。石井四郎が講義をし
たトトとは三三一頁に記されている。
１
１
 
（Ⅲ）安岡寿之輔「名古屋大学（第八高等学校）教育の戦争責任」
（
「
日
本
の
近
代
化
と
戦
争
責
任
ｌ
わ
だ
つ
み
学
徒
兵
と
大
学
の
戦
争
責
任
を
問
う
』
明
石
書
店
、
一
九
九
七
年
）
、
中
村
治
人
「
日
本
文
化
講
義
に
関
す
る
通
牒
と
実
施
要
綱
ｌ
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
所
蔵「日本文化諦義」関係史料についてｌ」（「名古屋大学
史
紀
要
」
八
、
二
○
○
○
年
）
。
な
お
、
中
村
論
文
に
は
、
従
来
の
日
本
教
育
史
の
諸
資
料
集
は
日
本
文
化
講
義
に
つ
い
て
の
資
料
が
不
完全で解説に誤りがある旨の指摘がある。
（ｕ）「金沢大学五十年史／通史編」二九一～二九四頁。
、
）
た
だ
し
、
回
数
は
そ
の
後
の
要
綱
で
は
減
少
し
て
お
り
、
金
沢
医
大
の
よ
う
な
官
立
大
学
は
年
三
回
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
「金沢大学五十年史／通史編」二九一一～’’九一一一頁参照。
（⑬）金沢医大・第四高等学校・金沢高等工業専門学校等の金沢
大
学
前
身
各
校
に
お
け
る
日
本
文
化
講
義
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
「金沢大学五十年史／通史編」二九二～’’九一一一頁参照。な
お
、
金
沢
医
大
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
「
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史」三一一一○～一一一一一一一頁にも記載があるが、昭和一四年度・
’
五
年
度
の
講
義
題
目
・
講
師
は
実
は
昭
和
一
三
年
度
・
’
四
年
度
の
も
の
で
、
｜
年
の
ず
れ
が
生
じ
、
昭
和
一
五
年
度
日
本
文
化
講
義
の本当の講義題目・講師が欠落している。
、
）
安
岡
註
〈
、
）
論
文
で
は
、
日
本
文
化
講
義
の
必
修
科
目
化
を
「
前
わ
だつみ世代」と「わだつみ世代」を分けるメルクマールと
している（安岡註（Ⅲ）著書一八六頁）。
后
）
筆
者
の
本
電
信
の
写
し
書
き
で
は
、
電
文
が
「
講
義
」
で
終
わ
っ
て
お
り
、
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
電
文
の
上
に
メ
モ
書
き
と
し
て
「
至
急
電
信
ニ
テ
回
答
セ
ラ
レ
タ
シ
」
と
あ
る
。
電
文
は
一
部
切
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
メ
モ
書
き
で
補
っ
て
簿
冊
に
綴
じ
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
の
写
し
ミ
ス
の
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
の
再
調
査が必要である。
両
）
青
木
保
の
金
沢
医
大
に
お
け
る
日
本
文
化
誹
義
は
、
翌
一
九
四
二
年
二
月
五
日
に
「
現
大
戦
ノ
兵
器
」
と
い
う
題
で
実
現
し
て
い
る
。
（Ⅳ）跡地は片町パーク型という駐車場になっている。
（咽）「金沢大学医学部百年史」六二二頁には微生物学教室の教
官録があり、｜｜木秀雄の在職期間が「昭和一一年三月一一一一
日」から「昭和一一一年一一一月二一一日」であったことが確認
で
き
る
。
ま
た
、
金
沢
大
学
医
学
部
所
蔵
金
沢
医
大
資
料
の
『
昭
和
－９６－ 
十二年教授会関係書類」の「昭和十一一年十二月二十日定例
教授会記事」には、石坂伸吉学長が、「細菌学助教授二代
フベキ講師嘱託一一関スル件ヲ附議ス。本件ハ現講師二木秀
雄氏辞職願出タルニ付、谷教授ノ申立一一依り」後任者を嘱
託
し
た
い
が
異
議
は
な
い
か
、
と
発
言
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
⑮）金沢医大資料には彼が陸軍技師に任官した記録はなかった
ので、辞職後すぐか、｜日一別の職に就いた後で陸軍技師に
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
「
第
四
高
等
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿
昭和十一一一年度版」（’九三八年一一一月）には、彼の現職が
「
福
井
県
学
校
衛
生
技
師
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
住
所
が
空
白
で、続く昭和一五年度版の同窓会名簿には現職も住所も空
白
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
「
福
井
県
学
校
衛
生
技
師
」
の
信
懸
（卯）「金沢大学医学部百年史」別冊の『学位録』’六頁には、
二木秀雄が昭和一三年度に、「家兎神経系徽毒一一於ケル脳
髄ノ組織等検索」で医学博士（二三一号）となったことを栽
せるが、その時の所属教室も「細菌学ｌ谷ｌ」と記されて
いる。辞職後も一一木が谷の指導を受けていることを示す記
０
 
（皿）「第四高等学校同窓会会員名簿」による。
（
犯
）
日
本
文
化
講
義
は
通
常
九
○
％
以
上
の
学
生
が
聴
講
し
て
お
り
、
そ
性
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。
いる。辞科
事である。
の
意
味
で
は
少
し
率
が
低
い
。
急
瀝
実
施
し
た
た
め
と
判
断
し
て
よ
かろう。
（金沢市弥生ニーーニー六）
－９７－ 
